
 県議会では、公職選挙法を遵守し、虚礼廃止の実をあげるため、選挙区内の香典を一切行わないことで申し合わせています。

　令和３年度当初予算案及び令和２年度補正予算案
を審査するため、予算審査特別委員会を設置しました。
　委員会は3月12日から19日に開催し、各委員が県
政各般にわたる質疑を行い、知事をはじめ関係者か
ら詳細な説明が行われました。
　なお、付託議案については、すべて原案どおり可決
や承認をしました。　

予算審査特別委員会を開催

予算審査特別委員会委員(定数１１名)
委員長 中村　昭 （自民党奈良）

副委員長 川口　延良 （自民党絆）
委員 小村　尚己 （自由民主党）
委員 樋口　清士 （自由民主党）
委員 植村　佳史 （自由民主党）
委員 山中　益敏 （公明党）
委員 西川　　 （自民党奈良）

委員 太田　敦 （日本共産党）

委員 佐藤　光紀 （日本維新の会）
委員 阪口　保 （創生奈良）

委員 猪奥　美里 （新政なら）
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奈良県議会だよりは2、5、8、12月の年4回発行予定です

　３４５回目となる２月定例会を、２月２５日から３月２４日までの２８日間の日程で開催しました。今定例会
には、令和３年度当初予算案及び令和２年度補正予算案をはじめ、条例案など議案８５件が知事から提
出され、議員から奈良県議会会議規則改正案などを提出しました。
　開会日には、荒井知事から新年度の重点施策を中心に、提案理由説明が行われた後、「医療従事者を
はじめ社会を支える全ての方々に敬意と感謝を表明するとともに差別や偏見等の根絶を目指す決議」
及び「新型コロナウイルスのワクチン接種に関する迅速な情報提供等を求める意見書」を全会一致で
可決しました。
　３月３日から９日までの間に、１６議員が県政全般について代表質問及び一般質問を行いました。
　その後、常任委員会と予算審査特別委員会を開催し、付託された議案などの審査を行いました。
　閉会日には、予算審査特別委員長及び常任委員長報告が行われ、知事から提出のあった議案につい
て、いずれも原案どおり可決や承認などをしたほか、請願１件を採択しました。
　また、請願書への押印を不要にするなどの会議規則改正案と、２件の意見書も可決しました。

可決した決議・意見書

決 議
●医療従事者をはじめ社会を支える全て
の方々に敬意と感謝を表明するととも
に差別や偏見等の根絶を目指す決議

意見書
●新型コロナウイルスのワクチン接種に
関する迅速な情報提供等を求める意
見書
●性的指向・性自認に関する差別の解消
を求める意見書
●児童相談所の体制強化を求める意見書

２月定例会の概要

この定例会では、決議１件、意見書３件を
可決しました。
意見書は、内閣総理大臣のほか関係大臣
などに提出しました。
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代表質問２月定例会

コロナ感染症の拡大による地域社
会への影響を踏まえ、改めて、地域

の自立につながる取組を一層加速しなけ
ればならない、と強く決意し、「奈良新『都』
づくり戦略２０２１」を取りまとめた。
　奈良で生まれ育った方に奈良で暮らし
続けていただくには、県経済の好循環を
促す取組や、未来への投資を積極的に進
めることが不可欠と考えている。
　新年度予算案は、本県の構造的な課題
を解決し、奈良をもっと良く
するため、この戦略の実行
を主眼として編成した。
　県内の行政資源を総動
員し、予算案に計上した施
策に積極果敢に取り組んで
まいりたい。

知事は、コロナ禍の中においても、
本県の更なる発展に向けた取組を

進めておられるが、令和３年度予算に込め
られた思いについて伺いたい。

令和３年度
予算について

米田 忠則議員 （自由民主党）
よね　だ ただ のり

問

答

●新型コロナウイルス感染症対策●観光の振
興●防災・減災、国土強靱化●大和平野中央プ
ロジェクト●市町村財政の健全化●女性の活躍
●教育の振興

他の質問項目
奈良新『都』づくり

戦略2021

ワクチンを公平かつ効率的に市町
村に配分するため、県が一元的に管

理し配送する仕組みを構築する。さらに、
医療マニュアルを作成して関係機関と共
有するほか、接種会場における救急搬送
体制の構築や副反応の相談に対応する
コールセンター設置なども行う。
　一方、観光産業の回復に向けては、需要
喚起のため、「いまなら。キャンペーン」を
引き続き実施する。また、疫病平癒などの
新たな視点で旅行商品造成やPR動画を
作成しており、旅行会社の商品として販売
されるよう働きかけるなど、観光事業者と
力を合わせて取り組
んでいく。

ワクチンの接種が円滑に進むよう、
県としてどのように取り組もうとし

ているのか。
　また、感染症の影響を受けている観光
産業の回復を図るため、今後どのような
取組を進めるのか。

新型コロナウイルス
感染症への対応
について
荻田 義雄議員 （自民党奈良）
おぎ　た よし　お

問

答

●税財政運営●国民スポーツ大
会・全国障害者スポーツ大会の開催●今後の森
林づくりと県産材の需要拡大●特定農業振興
ゾーン●大和西大寺駅及び平城宮跡周辺の踏
切道改良対策●奈良市八条・大安寺周辺地区
のまちづくり●県域水道一体化●難病相談支援
センター●交番・駐在所の最適化

他の質問項目

「行政のデジタル化」と「地域のデ
ジタル化」を一体的に推進すること

が重要。「行政のデジタル化」は、住民の
利便性向上にもつながるので、AIを活用
した問い合わせ対応など様々な取組を市
町村とともに進める。また、「地域のデジ
タル化」は、家庭と経済分野を一緒に進
める必要があり、例えば高齢者にAIが電
話し、会話から得た健康情報を医療機関
につなぎ、在宅医療が可能となることも
考えられる。こうした取組を横断的に進
めるため、デジタル戦略課
を設置し、地域デジタル化
戦略を取りまとめ、県民生
活・社会経済活動全般にデ
ジタル化を浸透させて生活
の質の向上を図る。

国ではデジタル庁創設を始め、デ
ジタル社会の実現に向けた様々な

動きがあるが、国の動向も踏まえ、今後ど
のように本県におけるデジタル化を進め
ていこうと考えているのか。

県のデジタル化の
推進について

田尻 匠議員 （新政なら）
た　じり たくみ

問

答

●県の制度融資●新型コロナウ
イルス感染症のワクチン接種●新型コロナウイ
ルス感染症の拡大防止●奈良県公契約条例
●コロナ禍における公共交通の維持・支援体制
●特殊詐欺

他の質問項目

AIチャットボット

国民スポーツ大会・全国障害者ス
ポーツ大会の競技は、市町村と連携

し、県内全域で実施したいと考えている。
南部・東部地域では、既に豊かな自然や地
勢など地域の魅力を活かした様々なス
ポーツイベントが定着し、賑わいづくりに
繋がっていることから、これまでの取組も
参考に競技会場地を選定したい。また、南
部・東部地域における
住民のスポーツや健
康づくりへの関心を
高めるとともに、トッ
プアスリートの育成も
考えていきたい。

国民スポーツ大会・全国障害者ス
ポーツ大会の開催までの１０年間や

開催後も見据え、県を挙げて大会を盛り
上げるとともに、南部・東部地域において
大会を契機としたスポーツと地域振興を
図るため、競技ごとに地域の特性を活かし
た会場を検討すべきと考えるが、どうか。

南部・東部地域に
おけるスポーツと
地域振興について
浦西 敦史議員 （創生奈良）
うら にし あつ　し

問

答

●（仮称）奈良県南部・東部振興
基本計画●南部・東部地域における新型コロナ
ウイルスワクチン接種体制●南和地域の医療
体制の状況●コロナ禍における観光振興
●木材産業の振興●南部・東部地域における道
路整備

他の質問項目

おおたき龍神湖の
カヌーイベント

この構想により、県立の中学校及び
特別支援学校の小・中学部における

1人１台の端末と全ての県立学校の校内
ネットワークの高速化・大容量化の整備が
３月末までに完了する。
　１人１台での活用が既に始まっている県
立国際高校では、これを用いてプレゼン
テーションが行われているほか、板書や資
料配付時間の短縮により、議論等授業の
充実ができている。令和４年３月末までに
は、全ての県立学校で生徒の私有端末を
基本とした１人１
台の環境を整
え、ＩＣＴを活用し
た教育が行える
ように取り組む。

国のGIGAスクール構想に基づき、
県立学校におけるICT環境の整備

はどの程度進んでいるのか。また、令和
３年度には１人１台の端末を持つ環境を
整備できるのか。

県立学校における
ICT環境の整備
について
小林 誠議員 （日本維新の会）
こ ばやし まこと

問

答

●観光振興と「奈良まほろば館」新拠点
●出産を希望される方への支援
●仕事と子育ての両立支援
●障害者の就労支援

他の質問項目
国際高校での端末の活用の様子

南海トラフ地震や大和川流域での
水害など大規模災害発生時に備え、

救助要員の集結や救援物資の集積などの
機能を有する広域防災拠点の整備が必要。
また、紀伊半島の中心に位置し津波被害
がない五條市に整備することで、和歌山、
三重県への支援にも機能発揮できる。
　東日本大震災では、内陸部で津波被害
がなかった山形空港を拠点とした輸送機
による人員や物資の大量輸送が被災地救
援に役立ったことか
ら、２０００ｍ級滑走
路整備が必要不可
欠な心強い備えで
あると確信している。

紀伊半島では海抜８９ｍの南紀白浜
空港が２０００ｍの滑走路を既に

備え、内閣府の「南海トラフ地震における
具体的な応急対策活動に関する計画」に
記載されていることから、土砂災害が
心配される本県で２０００ｍ級滑走路を
整備する必要性について伺いたい。

大規模広域
防災拠点について

今井 光子議員 （日本共産党）
いま い みつ こ

問

答

●新年度予算●新型コロナウイ
ルス感染症対策●西和医療センターのあり方
検討●外国人労働者対策●少人数学級●高校
部活動のあり方●核兵器禁止条約の発効を契
機とした被爆者の体験等の継承 

他の質問項目

大規模広域防災拠点
（イメージ）
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令和３年度奈良県一般会計予算　等
奈良県文化振興条例　等
なら歴史芸術文化村の指定管理者の指定について 等
令和３年度奈良県一般会計予算に対する修正案
令和２年度奈良県一般会計補正予算（第８号）　等
奈良県ホストタウン等新型コロナウイルス感染症対策基金条例　等
奈良県営水道戦略の策定について　等
副知事の選任について　等
地方自治法第１７９条第１項の規定による専決処分の報告について
地方自治法第１８０条第１項の規定による専決処分の報告について
奈良県議会会議規則の一部を改正する規則

高等学校における演劇鑑賞教室実施に関する請願
       

項　目 件数 件 　　　名 議決結果
１６件
３３件
１２件
１件
８件
５件
６件
３件
１件
１件
１件

１件

知事提出の予算案件 
知事提出の条例案件 
知事提出のその他案件 
議員提出の予算案件
知事提出の予算案件
知事提出の条例案件

知事提出のその他案件

議員提出のその他案件

請願  

   

原案可決
原案可決
原案可決
否決
原案可決
原案可決
原案可決
原案同意
原案承認
報告受理
原案可決

採択

令
和
2
年
度
議
案

令
和
３
年
度
議
案

２月定例会　議決結果

代表質問・一般質問とその答
弁を掲載した会議録を、次の
定例会開会までに
奈良県議会ホーム
ページに掲載します。

質問・答弁の全文は

※全ての議案等の件名及び議員別の表決結果は、ホームページに掲載しています。

同町は、基金残高が無く赤字になる危
険性があるが、公債費や人件費が類

似団体と比べ高いのが要因。既に始めている
県との合同勉強会を通じ、町議会の承認等を
経て、財政健全化に向けた計画を策定しても
らいたいと考えている。県の支援策として、既
発債の繰上償還に必要な無利子貸付などを
考えている。市町村の財政健全化は、「奈良新
『都』づくり戦略２０２１」の重要施策であり、県
がともに議論し支援を行っていきたい。

「重症警報」を発令した平群町の財
政健全化に向け、県としてどのよう

に取り組んでいくのか。

平群町の財政健全化
への取組について

小村 尚己議員 （自由民主党）
こ  むら なお き

問

答

●特定地域づくり事業●脱炭素
社会の構築に向けた温室効果ガス排出削減の
取組●新たな学力・学習状況調査の導入
●聖徳太子没後１４００年に関連した取組

他の質問項目

一般質問２月定例会

昨年１０月に建物本体が竣工し、令和
４年３月の開村に向け、関連施設整

備と、文化財の修復を解説する映像や仏像
の造形過程を体感できる模造等の制作を
進めている。開村後は、歴史に触れたり、文
化芸術を体験できる取組に加え、食や伝統
工芸などの産業や観光分野とも連携して、
地域の賑わい創出にも取り組む。今後も、
有識者や施設関係者等の意見を取り入れ、
奈良の奥深い魅力を体験し、来訪者の満足
が得られるよう検討を深めていく。

開村に向けた取組の進捗状況と施
設の活用策について伺いたい。

なら歴史芸術文化村
について

岩田 国夫議員 （自民党奈良）
いわ  た くに お

問
答

●聖徳太子没後１４００年関連事業
●脱炭素社会の構築に向けた森林内の路網整備●建設
残土の円滑な処理●県立高校●国民スポーツ大会・全国
障害者スポーツ大会に向けた新たなスポーツ施設の整備

他の質問項目

新型コロナウイルス感染症のワク
チンを接種していないことにより、

差別や不利益を受けることがないよう、県
として対策が必要ではないか。また、接種
は選択制ということでよいか。

新型コロナウイルス
感染症について

植村 佳史議員 （自由民主党）
うえ むら よし ふみ

問

予防接種を受けるかどうかは、各個
人に選択していただくものである。

そのため、県民が自ら判断できるよう、ワ
クチンの有効性や安全性だけでなく、副
反応の状況等も含め、丁寧かつ的確な情
報提供に取り組む。また、接種していない
ことによる差別や不利益が決して生じな
いよう、意識醸成にも努めていく。

答

●旧奈良県総合医療センタ－跡
地（平松地区）のまちづくり●県営競輪
●記紀・万葉プロジェクトにおける歴史的な出
来事をテーマとした取組

他の質問項目

被害を防ぐために、どのような対策
を講じようとしているのか。また、被

害を受けた米農家を支援する農業共済制
度の加入促進を行うべきと考えるがどうか。

トビイロウンカによる
水稲被害への対応
について
井岡 正徳議員 （自由民主党）
い　おか まさ  のり

問

田植え後３ヶ月程度効果のある薬剤
の育苗箱への処理と、被害が懸念さ

れる際の追加散布が有効なことを、講習会
のほか関係機関の広報誌等も活用して周知
する。また、飛来・発生状況等について、県公
式ＳＮＳや農薬販売店での掲示など様々な媒
体で情報伝達を行う。なお、農業共済制度は
病害虫や自然災害等の被害を補償する、農
家にとって有利な制度であるため、関係団
体等と連携し、一層の加入促進に努める。

答

●税の偏在是正の取組●女性スポーツ
の活性化●県の肝炎対策●市町村と連携・協働した産業用
地創出の取組推進●京奈和自動車道の一般部の道路整備

他の質問項目

県の用途別土地利用の現状は住宅
系が大半で、工業系・商業系が少な

く、経済の自立、とりわけ多様な雇用の創
出に資する土地利用の推進が重要な課題
である。そこで今後の土地利用のあり方
を検討するため、有識者による懇談会を設
置して議論を進めるとともに、市町村長や
地域の方々からもご意見を頂いていると
ころ。引き続き、都市・農地・森林等のあり
方やそれぞれの調和と共生について議論
を深め、今後のま
ちづくりに繋げて
いくとともに、国に
対して、県の実情
を踏まえた政策提
案を積極的に行っ
ていく。

県の今後の土地利用のあり方につ
いて、知事の考えを伺いたい。

県における
土地利用について

山中 益敏議員 （公明党）
やま なか ます とし

問

答

●福祉施設における新型コロナウイルス感染
症クラスター対策
●県における環境政策
●（仮称）奈良県地域デジタル化戦略の策定
●不妊治療等への支援　●修学旅行の誘致
●教育のＩＣＴ化の推進
●新型コロナワクチン接種にかかる市町村への支援

他の質問項目

土地利用に関する懇談会
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一般質問２月定例会

▶奈良テレビでは、本会議の
代表・一般質問を生中継して
います。

▶インターネット動画では、本会
議の全日程や委員会の審議
の様子をライブ配信すると
ともに、録画配信も行ってい
ます。

議会の様子を
テレビやインターネットで

視聴できます

アカデミーでサッカーをする山辺高校の
生徒が、同校のサッカー部としての活動

を希望しており、基本合意書の締結による、アカ
デミーと連携した活動を行ってきた。今般、生徒
指導において連携が不十分であるなどの課題が
あったため、基本合意書を見直し、連携強化を
図った。令和３年度からは、アカデミーの監督を部
活動指導員として任用し、部活動を充実させたい。

部員は天平フーズ管理の寮で生活し、
同社のサッカーアカデミー管理の施

設で練習して、同社の契約する監督が指導
している。公立高校の部活動が民間主導に
なっており、根本から見直すべきではないか。

山辺高校サッカー部の
あり方について

阪口 保議員 （創生奈良）
さか ぐち たもつ

問

答

●県立高校耐震化関連工事の不適
正な随意契約を含む財務会計上の不適正な事務処理
●生物多様性と昆虫保護●犬・猫の殺処分の削減に
向けた取組●県の空き家対策と市町村の連携

他の質問項目

今後の献血を支える若年層に対す
る献血の推進や、コロナ禍におけ

る血液の確保に向けてどう取り組むのか。

献血の推進
について

川口 延良議員 （自民党絆）
かわ ぐち のぶ よし

問

若年層の献血促進のため、日本赤
十字社と連携し、「はたちの献血

キャンペーン」を実施するとともに、県立
高校で献血セミナーを実施している。ま
た、コロナ禍で安定的に血液を確保する
ため、公的機関での献血会場確保や、密
を避け安心して献血していただけるよ
う、事前予約の促進や手指消毒の徹底
などの感染予防対策も行っている。

答

●コロナ禍におけるスポーツイ
ベントの開催●すべての家庭が安心して子育
てできる地域づくり●天理市庵治町地域の浸
水対策●公立小学校における３５人学級

他の質問項目

各病院が救急隊からの救急要請をどの程
度受け入れたかを「見える化」し、現状を

認識してもらうなど、受入改善を促す取組を継続
している。あわせて、改善すべき事例を共有する
など、医療現場とコミュニケーションを取ってい
きたい。また、救急医療で重要な役割を担ってい
る両病院では、様々な疾患に幅広く対応できるＥ
Ｒ型救急医療体制を整備した。これにより、円滑・
迅速に救急搬送を行うことが可能となっている。

断らない救急医療
体制について

中川 崇議員 （日本維新の会）
なか がわ たかし

答

●新型コロナウイルス感染症の影響を
受けた事業者への支援●新型コロナウイルス感染拡大防
止のための一斉・定期的な検査●障害理解促進のための
啓発●県域水道一体化の課題●教員の多忙化への対策

他の質問項目

医療機関が、消防等の関係機関と連
携し、断らない救急医療を実現する

ため、どのように取り組んでいるのか。特
に重要な役割を担う県立医科大学附属病
院と県総合医療センターの取組はどうか。

問「中央卸売市場再整備基本計画」
を具体化するために策定する基本

計画実施プランでは、どのような見直し
を図り、再整備を進めていくのか。

県中央卸売市場の
再整備について

藤野 良次議員 （新政なら）
ふじ　の よし つぐ

問

計画策定後、整備方法を具体化す
るため、市場事業者や民間企業か

ら聴取した意見を踏まえ、施設配置を見
直した。これにより、経費削減や工期短
縮ができ、市場エリアは、令和７年度に開
業できる予定。賑わいエリアについて
は、民間企業が参入しやすい要件等を検
討し、令和１０年度には、全面開業したい
と考えている。

答

●失業者の就労支援や雇用促進
●高年齢者の雇用●ＩＣＴ教育の環境整備
●小学校高学年の教科担任制

他の質問項目

令和２年度は、県内１５事務所のう
ち４事務所のＣＷが法定標準数に

満たない状況であった。これに対して、
生活保護事務監査では配置状況だけで
はなく、組織全体として生活保護制度の
趣旨に則った適正な運用がされるよう
丁寧に指導しており、引き続き、利用者
に寄り添った支援が行われるよう努め
る。また、県の中和福祉事務所で、ＣＷ２
名の定員増などを図っている。

困難な事情のある利用者にも丁寧
に対応できるよう、福祉事務所には

ケースワーカー（ＣＷ）の十分な配置が必
要と考えるが、現状はどうなっており、ま
た、今後どのように取り組んでいくのか。

生活保護
について

小林 照代議員 （日本共産党）
こ ばやし てる　よ

問

答

●保健所●子どもの貧困対策
●コロナ禍を踏まえた住宅困窮者への支援
他の質問項目

※感染予防のため、可能な限りこちら
をご活用願います。

議場にお越しいただき、議会をより身近に感じていた
だくため開催している議場コンサート。9回目となる今
回は、県立高円高
等学校３年生と卒
業生が、マリンバ
やヴァイオリンで、
多くの人が聞いた
ことのある名曲を
演奏しました。

第57回全国大学ラグビーフットボール選手
権大会で、1925年の創部以来初めて優勝し
た本県の天理大学ラグビー部が、1月27日県
議会議長室を訪れました。山本議長より奈良
県議会スポー
ツ特別功労賞
を授与し、そ
の栄誉をたた
えました。

２月定例会開会日に
議場コンサートを開催しました

奈良県議会中継 検索

天理大学ラグビー部に
スポーツ特別功労賞を授与
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